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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する
＜連絡事項＞

· 東北メディカル学院から実習生黒沢まゆみさんと尾形香織さんの２名が見学に来ている。

· Wizに各自スケジュール（勤務など）を入力すること。

· 11月上旬、中級・上級の昇格試験予定。詳細については各自Wizにて確認すること。
＜外来情報＞

· 横町　浩　様～「以前吐いたことがあった」とのこと。様子をみるよう主治医から説明あり。

· 八木橋牧雄様～「仕事が忙しい。昼の食事の時間もとれず食べないときもある。部屋に帰ると疲

れているからバタン　キューだ」と話される。

· 田澤　勝敏様～「１１月２５日青山荘退所予定だから、陸奥の施設に渡す紹介状を１１月１６日の

受診時に受けとりたい」と話される。

· 関口　禅　様～「青山荘の退所が近いから少し寂しい」と話される。

＜利用者様情報＞

· 北嶋　剛　様～本日、１４：００お母様と青陽館見学予定。

· 横山　耕生様～昨日「具合悪いから明日デイケアへ行けないかも」と話されており、本日体調不良

の為休むと電話にて連絡されている。

· 中居　松男様～昨日、プログラム中に一点をみつめて覇気がない表情されており、本日も落ち込み

みられる。スタッフや他メンバーの声がけに対し、「どうせバカだから…。プログラムが全体的についていけない。デイケアに来たくない。遊んで暮したい」と話される。昨日は眠れなかったとのこと。服薬は「ちゃんと飲んでいる」と話される。

⇒◎対象グループにあった内容でプログラムを実施できるよう、現行プログラムを見直す。

◎本人が出来ていることは評価し、伝えていく。

◎睡眠状態等も含め本人の様子を観察し、関係機関に情報提供していく。

＜プログラム検討＞

· プログラムのグループ分けについて二軸評価を使用していく予定。

· 各グループのレベルに合わせた内容で実施されているか今後のカンファレンスにて検討。

· １月から２クール目実施予定。

＜ミニ勉強会＞

○面接者の基本的態度

1、 無条件積極的関心

あるがままを無条件に尊重、受容する態度

「聴くこと」主体的、自主的な心の動きを尊重

2、 共感的理解

相手の立場に立って、共感的に受け止める

「あなたは～と感じていますか」

3、 純粋―自己一致

　面接者が今ここで感じている事をありのままに表現する、自分の気持ちをごまかさない

○面接における人間関係

1、 転移と逆転移

転移：被面接者が過去の重要な人物に向けるべき感情を面接者に向けてくる事

逆転移：面接者が被面接者に対して起こす情緒的反応、被面接者の問題を同一視して、距離を失うなど陽性転移と陰性転移

2、 限界の設定

面接者と被面接者が関係を持つ時間、場所等の制限

面接者の役割の限界の明確化

転移、逆転移の防止・意識化

○心のよろい

・逃避的防衛　　　・攻撃的防衛　　　・自責的防衛　　　・合理化　　　・反動形式　

・投射的防衛　　　・依存的防衛　　　・抑圧・否定的　　・常識・習慣

○積極的傾聴（アクティブリスニング）

５つの手がかり

1 相手（話して）を良く見ること、相手のそばで話を聞くこと

2 相手の話す事（内容）に注意を向けること

3 相手の話に興味を示し、うなづく、相槌を打つ時は声も出す。

4 解からない事があれば質問する。

5 自分が聞いた内容は、よく覚えておく。

お互いの気持ちを出来る限りわかりやすく表現し合う事が大切

自己の客観化＝ありきたりな事をもう一度言語化することにある

○言葉の使い方

１）「どうして（Why）」「どのようにしての（how）」の違い

２）外在化、可能性の追及、外側の発見

３）クライエント、その家族にとっての癒しの言葉を探す

４）「here  and  now」にこだわる










